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令和７年第１１回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和７年８月２９日、大川市役所大会議室において、令和７年第１１回教育委員会（定例会）を開催

した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １５時３５分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長職務代理者  谷川 朋昭 

 委  員  蔵本 美保子 

 委  員  今村 秀一 

 

３．欠席委員 

委  員  木下 明子 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     下川 勝彦 

生涯学習課長          永島 潤一 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       坂本 さとみ 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第３５号 財産の取得について（学習用タブレット端末用ソフトウェア） 

（２） 議案第３６号 令和７年度大川市一般会計補正予算について         

報告事項 

（１） 大川市学校安全活動支援事業の実施について           

（２） 会計年度任用職員等の任用について               

 

７． 教育長職務代理者挨拶の要旨 

まだまだ暑い日が続いているが、夏休みが終わり、今週から中学校は２学期、小学校は前期後

半がスタートした。夏休み中、小中学生とも怪我や事故がなかったようで、元気に楽しく過ごし

てくれたのではないのかと思っている。 

中学生は部活などで頻繁に学校に行くので、生活のリズムはそう変わらないのかと思うが、今

日の朝、小学生と話しをしたが、１週間たって体が慣れないのか、キツイということを口にする

子供達もいるようで、まだ暑い中ではあるが、早く学校生活に慣れてくれれば良いなと思った。 

また、小学１、２年生の児童が夏休み明け、宿題や習字道具などを、重たい、重たいと言って両

手に抱えながら通学していて、休み、休みしながらでも、通学する姿を見て、逞しくなったと感
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じた。 

何はともあれ、２学期も暑い中、子供達も先生方も体調を崩されないよう、しっかりと学校生

活を送っていただければと感じているところである。 

 

８．議事の大要 

審議事項 
（１） 議案第３５号 財産の取得について（学習用タブレット端末用ソフト 

ウェア） 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

一斉学習や個別学習などに対応しているとういう説明だったが、中学生のテス

トや成績にも活用できるのか。 

 

今後を見据えて、あらゆる場面で活用できると考えている。 

 

 このソフトを選択した理由と条件付き一般競争入札の条件はどのような条件を 

付けられたのか。 

 

選択した理由は、当初導入したタブレット端末に既にミライシードが入ってお

り、そのバージョンアップしたものであるということ。また、MetaMoji 

ClassRoomは、県事業として、現在、情報活用能力の指定校で田口小学校と大川

桐英中学校が研究の中で先行してやっているものを全校に広げるもので、この 

ソフトを選択したものである。 

条件は、本件調達物件の仕様を満たす物件を納入することなどを条件としてい

る。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （２） 議案第３６号 令和７年度大川市一般会計補正予算について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

旧緒方家住宅の整備の経緯と価値、活用の予定について、また、今回の補正額

と工期延長で完了となるのかを教えていただきたい。 

 

１点目について、旧緒方家住宅は、県指定の文化財であることは御承知のこと

と思うが、加えて７月に文化庁より認定を受けた「文化財保存活用地域計画」に

おいても、藩境エリアの伝統的な町並みが残る、魅力ある建築物として、重要な

存在であることから、地域の方とともに歴史、文化的価値を共有しながら、人の

流れと稼ぐ力の創出、収益性の向上に繋げていきたいと考えている。また、学校

教育、生涯学習で積極的に活用して、市民の皆さんの郷土愛、市民のプライドの

醸成など、街づくりの根幹となる人づくりの効果を図っていきたい。 

 ２点目については、今年度、来年度に台風など、不測の事態は想定しているが、

完全に７ヶ月の工期延長で終わるかと言われると、はっきりと申し上げられない。

状況次第かと思う。 

 

不測の事態はわかるので、確実な返答はできないということか。 

 

１回工期を延長して、再度の延長となるので、それ以上とならないように努め
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委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

教育長職務代理者  

 

 

 

 

 

 

事務局 

たい。 

 

文化財の指定と言われていたが、金額の面で補助が受けられるというのはある

か。全額市の負担となるのか。 

 

現時点では県指定であるので、仮に補助がついたとしても、県レベルだと思う。

ただ、この建築物が、歴史的にも文化的にも価値が高いということで、２億円程

度の費用を使っているので、専門家との協議の中では、国の文化財とかを目指す

こともできるのでないかということになっている。そうなれば、維持管理、修理

に関する補助も手厚くなるのではないかと思っている。 

 

予算が追加で多くなっているが、専門家の先生の元々の見立て、今回作業が始

まって、見えなかった部分、専門家がみて、必要な修理が出てきたのだろうと思

うが、市の方にも予算的な部分があり、どこまで専門的な方が言われるものと、

市の予算とどこまで折り合いがつけるか、今後、また出てきたときに、専門家の

言われることをそのまま１０割を受け入れてやるのか、これ以上は市としても無

理だからという一定の内容を聞いていくのか、その辺の考えはあるか。 

 

 工事の進捗によるところが大きいかと思うが、一度補正をしたというところで、

財政との協議のなかでも、ここが上限かと思うので、予算の範囲内でやっていく

のが我々の姿勢になってくると思うし、当然、経費のなかには、監理に要する経

費が入っており、そこを自前でやることで、工事費に充てられるものがあるのか

と思う。 

 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）大川市学校安全活動支援事業の実施について 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

教育長職務代理者 

 

 

事務局 

 

大川市学校安全実践委員会のアドバイザーにこの業務の受託者がなるのか 

 

 そのとおり。 

 

費用は発生するのか。 

 

 今年度、予算措置をしている。 

 

 大川市学校安全実践委員会のアドバイザーは３回で９０分とあるが、１回あた

り９０分か。 

 

そのとおり。 

 

報告事項 （２）会計年度任用職員等の任用について 

質問・意見等なし 

 


